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犯
罪
被
害
者
支
援
と
は
、
事
件

や
事
故
に
遭
遇
し
た
被
害
者
本
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
、
遺
族
に
対
す

る
支
援
の
こ
と
で
、
自
殺
し
た
方

の
遺
族
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
犯
罪

被
害
は
、
い
つ
、
誰
の
身
に
降
り

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
事
態
で
、

被
害
者
は
、
突
然
、
つ
ら
く
厳
し

い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
不
幸
に
し
て
事
件
・
事

故
に
遭
っ
た
犯
罪
被
害
者
な
ど
に

対
し
て
、
区
は
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

区

長

区
で
は
、
各
種
相
談

業
務
の
中
で
、
犯
罪
被
害
を
受
け

た
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
心
の
ケ
ア

に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
対
応
し
て
い
る
。

支
援
担
当
窓
口
の

一
本
化
を

６
月
末
、
私
の
住
む
地

域
で
放
火
と
疑
わ
れ
る
火

災
が
発
生
し
、
亡
く
な
っ

た
方
も
い
た
。
被
害
者
の

方
は
未
明
に
焼
け
出
さ
れ
、

悲
し
み
に
暮
れ
る
間
も
な

く
、
警
察
、
消
防
、
地
域

の
方
々
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

た
。
被
害
者
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道

に
よ
る
二
次
的
被
害
、
長
く
続
く

恐
怖
や
ト
ラ
ウ
マ
、
収
入
途
絶
に

よ
る
生
活
崩
壊
な
ど
の
苦
悩
の
中
、

葬
式
の
準
備
か
ら
、
区
役
所
、
警

察
、
裁
判
所
な
ど
の
手
続
き
を
す

べ
て
個
人
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
区
に
支
援
担
当
を
置
き
、

窓
口
一
本
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

区

長

野
方
警
察
署
の
野
方

被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中

野
警
察
署
の
中
野
警
察
署
犯
罪
被

害
者
支
援
連
絡
会
に
参
加
し
、
被

害
者
支
援
に
関
す
る
情
報
交
換
や

業
務
を
通
じ
た
被
害
者
支
援
活
動
、

被
害
者
支
援
に
関
す
る
相
互
協
力

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
下

支
援
策
を
実
施
せ
よ

平
成
１６
年
に
制
定
さ
れ
た
犯
罪

被
害
者
等
基
本
法
で
は
、
地
域
状

況
に
応
じ
た
施
策
の
策
定
と
実
施

が
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
さ

れ
て
い
る
。
人
生
の
中
で
予
想
も

で
き
な
い
絶
望
的
な
状
態
に
陥
っ

た
と
き
、
身
近
な
自
治
体
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
杉
並
区
で
は

支
援
条
例
を
制
定
し
、
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
な
ど
具
体
的
な
支
援
を
始
め

て
い
る
。
区
で
も
、
法
に
基
づ
き

支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
が
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の

役
割
に
つ
い
て
総
合
的
に
推
進
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
十

分
と
は
い
え
な
い
。
区
と
し
て
も
、

被
害
者
の
方
々
へ
の
支
援
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
法
の
趣

旨
に
沿
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

佐
野

れ
い
じ

（
自
・
民
）

１

中
野
区
の
財
政
に
つ
い
て

２

公
会
計
制
度
に
つ
い
て
（
発
生
主

義
会
計
と
現
金
主
義
会
計
）

３

課
税
自
主
権
に
つ
い
て

４

中
野
区
人
材
育
成
計
画
に
つ
い
て

５

中
野
区
掲
示
板
に
つ
い
て

６

そ
の
他

岡
本

い
さ
お

（
公

明
）

１

学
校
教
育
の
環
境
整
備
の
充
実
に

つ
い
て

２

広
告
事
業
に
つ
い
て

か
せ

次
郎

（
共

産
）

１

０５
年
度
決
算
に
つ
い
て

２

警
大
等
跡
地
問
題
に
つ
い
て

３

介
護
保
険
に
つ
い
て

４

火
災
報
知
器
の
設
置
義
務
化
に
つ

い
て

５

中
野
駅
の
改
善
に
つ
い
て

６

そ
の
他

藤
本
や
す
た
み

（
民
主
ク
）

１

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
つ

い
て

２

妙
正
寺
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
に
つ
い
て

３

平
和
の
森
公
園
の
利
用
と
整
備
に

つ
い
て

４

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

５

学
力
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

６

児
童
の
体
力
向
上
プ
ラ
ン
に
つ
い

て

７

選
挙
の
投
票
率
を
あ
げ
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

８

選
挙
時
の
公
約
に
つ
い
て

佐
藤

ひ
ろ
こ

（
市

民
）

１

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
在
宅
生
活

の
支
援
に
つ
い
て

２

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て

３

受
動
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

４

自
治
体
財
政
の
自
立
に
つ
い
て

吉
原

宏
（
自
・
民
）

１

公
金
の
運
用
に
つ
い
て

２

学
校
や
区
施
設
の
室
内
空
気
環
境

に
つ
い
て

３

中
野
区
と
都
防
災
セ
ン
タ
ー
の
か

か
わ
り
方
に
つ
い
て

４

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

５

災
害
時
の
公
衆
浴
場
の
あ
り
方
に

つ
い
て

６

家
屋
に
お
け
る
可
燃
物
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て久

保

り
か

（
公

明
）

１

特
別
区
税
と
江
古
田
の
森
周
辺
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

２

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
構
想
の
実
行

計
画
に
つ
い
て

３

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
建
て
替

え
予
定
の
都
営
鷺
の
宮
ア
パ
ー
ト

に
つ
い
て

４

施
設
の
再
配
置
計
画
と
鷺
宮
地
域

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
に
つ
い
て

５

地
域
交
通
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
な
か
の
ん
」
に
つ
い
て

６

地
域
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て

７

１０
か
年
計
画
と
民
間
活
力
の
導
入

に
つ
い
て

８

奨
学
金
に
つ
い
て

９

高
齢
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
情

報
一
元
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て

岩
永

し
ほ
子

（
共

産
）

１

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

２

１０
か
年
計
画
に
つ
い
て

３

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て

５

図
書
館
施
策
の
拡
充
つ
い
て

６

地
域
課
題
に
つ
い
て

佐
伯

利
昭

（
民
主
ク
）

１

上
鷺
宮
地
域
の
地
区
計
画
策
定
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

伊
東

し
ん
じ

（
自
・
民
）

１

子
育
て
支
援
と
教
育
行
政
に
つ
い

て

市
川

み
の
る

（
自
・
民
）

１

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

２

医
療
行
政
に
つ
い
て

３

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

４

産
業
振
興
に
つ
い
て

５

区
民
の
マ
ナ
ー
啓
発
に
つ
い
て

６

学
校
行
事
に
つ
い
て

篠

国
昭

（
自
・
民
）

１

最
重
要
問
題
と
し
て
の
「
教
育
」

に
つ
い
て

２

家
族
や
地
域
社
会
の
絆
を
大
切
に

す
る
問
題
に
つ
い
て

３

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い

て

４

西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交
差
事

業
に
つ
い
て

５

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援
に

つ
い
て

６

平
成
１７
年
度
決
算
審
査
意
見
書
に

つ
い
て

７

そ
の
他

む
と
う

有
子

（
無
所
属
）

１

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い

て

２

学
力
調
査
結
果
の
活
用
に
つ
い
て

３

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

４

そ
の
他

奥
田

け
ん
じ

（
無
所
属
）

１

耐
震
問
題
に
つ
い
て

２

区
民
の
利
害
対
立
の
解
消
支
援
に

つ
い
て

３

区
の
広
報
戦
略
に
つ
い
て

４

区
立
図
書
館
に
つ
い
て

５

商
店
街
の
夜
間
利
用
促
進
に
つ
い

て

で
い
る
所
が
多
々
あ
る
。

し
か
し
、
私
道
の
関
係
者

が
自
費
で
舗
装
工
事
な
ど

を
行
う
に
は
多
額
の
経
済

的
負
担
が
か
か
る
。
助
成

制
度
は
あ
る
が
、
利
用
す

る
に
は
私
道
の
所
有
者
全

員
の
了
承
と
印
鑑
登
録
証

明
書
が
必
要
と
な
る
。
所

有
者
全
員
を
探
す
の
が
困

難
な
た
め
、
未
整
備
の
私

道
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
努
力

し
て
も
所
有
者
が
特
定
で
き
ず
、

公
道
に
連
絡
し
て
い
る
場
合
な
ど
、

区
が
臨
機
応
変
に
舗
装
整
備
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
。
安
心
し
て
移

動
で
き
る
や
さ
し
い
ま
ち
・
中
野

を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

し
ん
し

真
摯
な
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

区

長

関
係
先
へ
の
照
会
に

も
一
定
の
限
界
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
所
有
者
の
特
定
が
極
め

て
困
難
な
事
例
な
ど
、
場
合
に
よ

っ
て
事
例
に
則
し
て
判
断
し
、
対

応
し
て
い
る
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る

就
労
支
援
が
、
自
治
体
に
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。
�
区
自
ら
が
区

の
業
務
の
中
で
障
が
い
者
が
担
え

る
仕
事
を
創
設
し
、
雇
用
拡
大
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
障
害
者
福
祉
事
業
団
、
福

祉
作
業
所
な
ど
の
関
係
者
が
協
議

す
る
場
を
、
率
先
し
て
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
�
区
内
に

は
、
障
が
い
者
の
就
労
拡
大
に
取

り
組
む
特
例
子
会
社
が
１
社
も
な

い
。
積
極
的
に
民
間
企
業
と
連
携

し
、
設
立
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
�
自
社
の
使
用
済
み
文
書

を
１
０
０
％
自
社
に
再
生
循
環
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
を
、
障
が
い
者
が

扱
え
る
よ
う
に
整
備
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
あ
る
。
障
が
い
者
雇

用
拡
大
、
環
境
や
情
報
漏
え
い
防

止
の
面
か
ら
も
有
効
と
思
う
。
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

�
区
の
業
務
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
各
事
業
所
間
で
就
労
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
仕
事
の

受
注
管
理
や
就
労
機
会
の
拡
大
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
�
区
が
直
接
設
立
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
。
�
個
人
情
報
の

文
書
を
除
く
使
用
済
み
文
書
は
、

再
生
利
用
で
き
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

を
導
入
し
、
循
環
シ
ス
テ
ム
に
乗

せ
て
い
る
。
こ
れ
を
１
０
０
％
再

生
循
環
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
取
り
組
み
の
中
で

検
討
し
て
い
る
。

区区
のの
責責
務務
とと
しし
てて

犯犯
罪罪
被被
害害
者者
をを
支支
援援
せせ
よよ

無
所
属

近
藤

さ
え
子

決算特別委員会では、９月２７日から１０月２日までの４日間、１４人の議員が決算
全般について、質疑を行いました。質疑の項目と主な内容は次のとおりです。

総括質疑決算特別委員会決決算算をを問問うう平成１７年度

再生利用可能なシュレッダー

広聴相談室での専門相談

（5） 平成18年（2006年）11月19日 第201号


